
社会科は、歴史・地理・公民の三つの分野に大きく分けることができますが、本校の入学

試験では、そのいずれについてもできる限りまんべんなく、幅広く問うています。2025 年

度前期入試についても三つの大問それぞれで、歴史・公民・地理の各分野を中心とした出題

としています。「時代の流れ」に着目する歴史、「場所の特徴やその背景」に着目する地理、

そしてそれらを融合しつつ「現代の諸問題」に着目する公民の各分野を通して、「いまの世

の中」を知り、深く考え、行動につなげていくことが、社会科学習の大きな目的です。です

から、各分野について偏りのなく、幅広く学習に取り組むことを強く望みます。なお、六年

生の教科書についても最後まで必ず目を通し、知識を十分に得ておくようにしてください。  

本校の入学試験では、基本的知識・事項を問う問題を例年出題しています。その理由は、

自らで考え、問題解決のための行動につなげていくために、必要な知識を確実に身に着けて

おくといった「土台」を早い時期から確立してほしいという願いからです。ただし、「知識

を得る」といっても、単にたくさんのことがらを丸暗記しておくだけでよいのではありませ

ん。それぞれの意味やつながりをしっかりと理解していくことを意識してください。語句や

人名については、漢字で書ける部分はできるだけ漢字で書く努力をすることも、それらの意

味の理解につながることがあります。「どうしてそうなる（なった）のか」という流れを理

解することで、つながりを意識することができます。さらに、日々のニュースや国際情勢に

ついて関心を深め、自分自身が持っている知識と結びつける機会を積極的につくってくだ

さい。こうした経験を積み重ね、「世の中」に関することがらに触れる機会を高めることで、

現代の諸問題に気づき、考えを深める力は自然と養われていくはずです。 

 

それでは、ここからは本校 2025 年度前期入試から、こうした観点に基づき、いくつかの

問題をみていきます。 

大問１は、2024 年に発行された新紙幣およびその肖像として採用された渋沢栄一をテー

マとした歴史分野を中心とした問いです。紙幣は私たちが日々使用するものであり、新紙幣

発行は大きなニュースでしたので、注目していた人が多かったかもしれません。社会科の学

習は、こうした日々のニュースを基点として、学びを深めていくことができます。この大問

では、Ａ．問３（２）やＢ．問 13（問題文中「下線部ⓜ」は 1931 年を指します）のように、

人物や時代に関連することがらの正誤を問うなど、歴史分野の問題としては基本的パター

ンの問題も出題しています。 

 

 

 



また、Ａ．問１（３）では前方後円墳について、問７（２）では江戸時代の農具について

問いました。 

 

 

これらは教科書に頻繁に掲載されることがらですが、単に「文字」としての知識で教科書

から吸収するのみならず、掲載されている図版（写真やイラスト、図）もよくみておくこと

で、視覚的にその特徴を知り、役割について考えることができます。文中の空欄に入る五街

道の一つを問うＢ．問３においても同様で、単に「五街道」の名称だけを覚えるのではなく、

図版（この場合は地図）を用いてその経路にも着目することで、街道の果たす役割にも関心

を向けることができ、歴史分野と地理分野を融合させて考える機会をもつことも可能とな

ります。 

 

次に、大問２では島根県を題材にして、主に公民分野に関する内容を出題しています。こ

の大問でも、問１（１）や問２（３）、問６（３）のように選挙や三権分立に関する基本的

な問いを出題しています。 

 

 

 

現代社会の諸課題について直接的に扱うことが多い公民分野の学習では、基本的な知識

を身に付けて行くなかで「なぜこうした仕組みや制度になっているのだろうか」を考えるこ

とで、これまでの歴史的経緯やその中で生じてきた課題について関心を深めることが可能

となります。一方、公民分野に関連する社会の諸課題のなかには、教科書などで得た知識の

ままだけでは十分な理解を図ることが難しいことも多々あります。2025 年度の入試では、

問１（２）で選挙に立候補する場合の供託金の必要性と課題について、問５では自治体のネ

ーミングライツ活用に関する課題について問いました。 



 

 

いずれも、受験生にとっては初めて触れる内容だったかもしれません。これらの問いで

は、供託金やネーミングライツの制度について問題文中で示すことで、すでに得ている知

識とそれらを組み合わせて考察して解答を導くことができるようにしています。知識を土

台としつつ、与えられた、または自ら探し出した資料の内容も踏まえて考察を深めること

は社会科の学習にとって不可欠です。資料を扱う際には読解力も必要です。積極的な読書

による読解力向上も目指してください。 

最後に、大問３は日本のプロ野球チームと甲子園球場を題材として、主に地理分野につい

て出題しています。Ａ．問３や問４、Ｂ．問２のように、統計データをもとにして日本国内

の各都道府県、都市の気候や農水産業の特徴を問う、地理分野では典型的な問いも出題して

います。 

 

 



地理分野ではさまざまな統計を扱うことも多いですが、なかにはあまりなじみのない指標

やデータに触れることがあるかもしれません。こうした場合は、問５（１）のように問題文

中に説明を付していることも多いので、これらをヒントに問われる地域がどういった特徴

を持つ地域かをイメージしながら考えることが必要です。また問５（２）では 2020 年の新

型コロナウイルス感染拡大が解答のカギとなっています。 

 

こうした統計データについては、それぞれの時代の社会変化、経済の状況で数値が大きく

変化することがあります。これらは歴史分野、公民分野とも関連が深いため、それぞれの分

野について幅広い学習と理解が必要なのは言うまでもありません。最後に、Ｂ．問５では地

形図内に示された駅の時刻表を基に、周辺地域の特徴について問いました。地形図について

は、地図記号や等高線など細部に着目して読み取ることに注意を払いがちですが、全体を大

まかにみわたすことにより、今回の場合では市街地が広がる一方で海沿いには大規模な工

場が複数みられる地域のようすを捉えることが可能となり、通勤時間帯には多くの人々が

工場に向かう様子までも想像ができるのではないでしょうか。 



 

社会科は、地理・歴史・公民分野と扱う内容が多岐にわたり、それぞれの知識を確実にし

たうえで、相互の関係を意識し、さまざまな資料を読み取りながら学習を進める必要がある

ために大変に感じる受験生が多いかもしれません。しかし、今回の問題の中でも触れたよう

に、「いまの世の中」を深く知ったり、現代の諸課題について考えたりできる社会科は、日

常生活との関係性が特に深く、心がけ次第で興味・関心を持ちやすい教科でもあります。ぜ

ひ、受験生のみなさんには、知識を得るのみならず、広い視野と強い探究心をもって学習に

臨まれることを期待しています。 

 

 


